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本
文
は
昭
利
十
七
年
十.
••
月
六
日
北
海
道
林
業M
驗
揚
聞
燧
參
周
年
お
念
行-
-Jf
の-

た
り
し
誹
演
會
に
於
け
る
岡
本
札
幌
地
方
局
長
の

・
講
演
耍
斤
で
あ
る
。(

北
海
道
林
業
队
験
揚)

戰
時
下
林
業
の

-R
要
性
は
日
と
共
に
增
大
し
て
居
る
。
軍
需
資
村
、
生
産
掴
充
資
村
、
生
活
必
需
品
資
村
と
し
て
、
戰
時
下
國
家
の
重
要
問
題
の 

何
れ
に
對
し
て
も
林
産
物
は
、

必
要
資
材
と
し
て
重
要
視
せ
ら
れ
、
特
に
軍
用
資
材
の
或
る
も
の
ゝ
如
き
は
之
を
北
海
道
に
求
む
る
に
非
れ
ば
難
き 

も
の
さ
へ
あ
る
狀
態
に
し
て
、
北
產
撅
充
資
材
、
 

生
活
必
需
品
資
材
の
如
き
も
其
數
址
に
於
て
靈
其
質
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
位
異
立
て
る 

も
の
で
お
る
。
此
の
時
に
當
り
吾
々
之
が
生
產
の
任
に
あ
る
も
の
ゝ
責
務
も
後
め
て

JR
大
に
し
て
、
國
家
の
要
請
に
答
ふ
る
に
缺
く
け
こ
と
な
き
を 

期
せ
ね
ば
な
ら
泊
。

然
し
な
が
ら
之
等
所
期
の
目
的
達
成
の
爲
に
は
、
現
下
の
狀
態
に
於
て
各
種
の
困
難
が
作
っ
て
一
居
る
。
特
に
生
產
の
為
に
耍
す
る
物
資
の
問
題
、
 

劳
カ
の
問
題
に
つ
き
て
は
各
種
の
工
夫
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
第

一
線
に
立
っ
て
働
く
者
に
於
て
此
の
二
者
に
對
す
る
苦
勞
は
大
變
な
も
の
で
あ 

る
。
令
玆
に
北
海
道
林
業
勞
力
に
つ
き
て
の
題
材
を
揭
げ
た
の
で
あ
る
が
、
現
下
の
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
 

決
し
て
此
の
問
題
は
手
易
く
解 

決
し
徉
る
も
の
で
は
な
い
。

否
、
 

塀
ろ
今
後
益
糸
屈
な
る
問
題
と
化
し
行
く
傾
向
に
あ
る
も
の
で
、
爲
政
者
を
初
め
共
局
に
當
る
者
に
於
て
、
常
に
考
慮
を
廻
ら
さ
れ
、
漸 

次
供
給
上
の
共®

的
統
制
的
手
段
を
採
ら
れ
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
が
、
元
來
林
業
勞
力
な
る
も
の
が
工
場
勞
力
の
如
く
固
定
的
で
な
く
、
集
團
的
で 

な
く
、
統
制
上
に
於
て
も
非
常
に
困
難
が
播
ふ
問
題
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
之
を
此
の
儘
で
進
ん
で
行
く
こ
と
は
將
來
に
於
て
非
常
な
不
安
が
あ
り
、
 

此
の
問
題
に
關
與
す
る̂•

は
衆
卻
を
集
め
、
お
互
に
努
力
を
捧
げ
て
之
れ
が
改
善
、
打
開
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
林
業
以
外
の
各
種
の
事
業
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に
於
て
も
努
力
不
足
に
惱
む
點
は
同
様
で
あ
る
が
、
固
定
的
で
あ
り
、
之
が
供
給
の
方
途
が
林
業
に
於
け
る
夫
よ
り
も
工
夫
し
易
い
點
が.
あ
り
、
又 

事
業
家
に
於
て
も
夫
・
實
際
に
於
て
積
核
的
方
途
を
聲
っ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
林
業
に
於
て
は
特
に
之
普
に
對
す
る
各
種
の
方
策
を
廻
ら
す
こ 

と
が
立
ち
遅
れ
て
居
る
感
が
あ
る
と
思
料
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
見
方
に
よ
り
て
は
北
海
道
〇
林
業
勞
力
は
未
だ
他
の
珈
業
程
勞
力
に
困
っ
て
居
ら 

ぬ
と
も
云
へ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
に
於
て
は
所
要
勞
カ
の
増
加
も
豫
想
せ
ら
れ
又
佃
產
業
の
發
展
其
他
の
理
由
に
よ
っ
て
勞
カ
の
不
足
は
益 

士
加
重
せ
ら
る
、
こ
と
が
充
分
に
豫
想
せ
ら
る'

の
で
あ
る
。

乏
に
到
し
て
は
早
急
林
業
家
が
充
分
な
る
考
慮
を
廻
ら
す
必
耍
が
あ
る
の
で
あ
る
。
就
て
は
先
づ
林
業
劳
力
の
本
質
を
充
分
に
究
明
し
、
勞
カ
使 

用
の
形
態
に
於
て
改
む
る
こ
と
な
京

、
必
要
な
る
勞
カ
は
如
何
程
で
あ
る
か
、
共
の
労
力
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
か
、
之
に
對
し
て
供
・ 

給
さ
る
べ
き
劳
力
の
源
泉
は
如
何
で
あ
る
か
、

又
供
給
の
方
策
、
方
途
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
き
か
の
問
題
を
解
決
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

之
に
對
し
て
先
づ
單
に
一
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
・
帝
室
林
野
局
札
幌
支
局
に
於
て
使
用
し

--C
居
る
林
業
勞
力
の
狀
況
を
御
話
し
て
参Y

・
 

供
し
た
い
と
思
ふ
。 

•
-
 

• 

使
用
じ
て
居
る
勞
力
を
大
別
す
る
と
、
斫
伐•
に
關
す
る
代
の
卽
ち
造
村
、•
運
材
並
に
製
炭
と
烹
播
す
る
も
の
卽
ち
苗
圃
、
植
栽
、
撫
育
保
逐 

が
業
と
土
木
に
關
す
る
も
の
と
で
あ
る
。

土
木
に
關
す
る
小
業
に
は
榛
林
鐵
道
の
建
設
怖
臨
時
的
の
も
の
が
あ
る
が
、
效
に
は
之
を
除
外
し
て
單
に 

經
常
的
の
も
の
の
み
に
就
き
て
述
べ
度
い
と
思
ふ
。

斫
伐
に
っ
き
て
は
約
半
數
は
官
行
伐
木?

lr
業
と
し
て
行
ひ
、
半
數
は
立
木
の
儡
変
拂
っ
て.
民
間
に
於
--C
斫
伐
し
て
居
る
の
で
、
民
間
の
分
は
其
資 

料
を
得
ら
れ
ぬ
の
で
、
官
行
伐
木
邸
業
に
よ
る
資
料
に
よ
り
て
推
定
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

.

(

第
一
表
參
照)

先
づ
造
林
妻
に
就
き
て
見
る
に
、
此
の
表
の
如
く 
(

之
は
總
て
月
末
に
な
け
る
從
業
者
の
人
頭
敷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る)

一
月
よ
り
四
月
迄 

は
非
當
に
使
用
數.
が
少
く
、

四
月
の
終
り
よ
り
漸
く
桁
加
し
、
五
月
に
急
激
に
桁
加
し
、
•

其
後
漸
次
人
數
を
減
少
し
て
十
一
月
迄
使
用
し
、
十
二
月 

に
入
りV
急
激
に
減
少
す
る
の
で
あ
る
”
此
の
造
林
璽
に
於
て
苗
圃
の
最
大
使
用
數
は
五
月
で
あ
り
、
 

其
他
の
造
林
察
の
最
大
使
用
數
は
七
月 

と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
六
月
の
使
用
數
の
非
常
に
多
い
の
は
、
苗
圃
と
植
栽
と
が
重
な
る
爲
で
あ
る
。
六
月
以
降
漸
次
使
用
數
の
減
ず
爲 

は
、
神

>1
求
業
が
減
少
す
る
の
で
あ
っ
て
、
植
林
事
業
は
六
月
か
ら
十
一
月
迄
は
略
同
株
で
、
 

七
月
に
最
大
を
示
す
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。



之
を
出
役
者
の
種
類
か
ら
見
る
と
比
較
的
地
元
の
者
が
好
く
、
出
踪
者
は
每
年
の
例
を
見
て
も
二
剧
以
下
で
あ
る(

昭
和
十
三
年
一
九％

、
同
十 

四
年
一
匕％

、
同
十
五
年
一
八％
)

。

又
男
女
の
別
か
ら
見
る
と
女
の
出
役
が
年
の
多
く
、
主
と
し
て

II-
'IT
圃
で
あ
る
が
、
造
林
出
役
者
全
懼
か
ら
見 

て
二
削
乃
至
三
割
に
達
し
て
居
る(

昭
和
十
三
年
二
〇％

、
同

十

-H
年
二
し%

、
同
士
五
年
三
〇％
)

。
年
々
女
の
出
役
者
割
合
の
增
加
し
て
居
る
、
 

の
は
戰
時
下
勞
力
不
足
の
影
響
を
現
は
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
斫
伐
事
業
に.
つ
き
て
見
る
に
、
製
炭
・
事
業
は

H-
月
、
五
月
、
六
月
が
稍
減
少
し
、
七
、
八
、
九
月
が
稍
増
加
し
て
居
る
が
、
年
中
大
差
が
な 

い
。
四
月
よ
り
六
月
に
至
る
間
に
は
農
繁
吟
期
の
爲
一
時
下
山
君
を
生
ず
る
も
の
へ
如
く
で
あ
る
。
但
木
事
業
に
於
て
は
此
の
衣
は
前
述
の
如
く
官 

行
事
業
は
半
分
に
て
他
の
半
分
は
民
間
事
業
の
爲
め
一
都
推
定
が
這
入
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
大
懼
に
於
て
北
海
道
の
特
質
と
し
て
狎
中
遅
村
が 

有
利
な
爲'

積
•■',•
期
間
の
勞
力
が
主
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
卽
ち
、十
二
月
か
ら
明
加
し
て
二
月
、
三
月
に
ぬ
大
を
示
し
、
四
月
中
に
急
激
に
減 

じ
、
四
月
末
に
殆
ど
解

Jill
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
共
以
後
は
當
局
に
は
森
林
鐵
道
と
ト
ー
フ
ッ
ク
輸
送
が
あ
リー、
之
に
對
す
る
從
業H
並
に
僅
か
に 

夏
山
作
業
に
從
事
す
る
人H
が
殘
り
、
五
月
よ
り
十
一
月
末
迄
は
略
同
樣
の
人
數
が
使
用
さ
れ
て
居
る
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る(

此
の
表
は

yf
中
作 

業
【
於
け
る
民
間
事
業
の
人
數
の
み
を
當
局
官
行
伐
木
事
業
の
根
掠
に
よ
り
推
定
し
た
も
の
で
あ
る)

〇・
- 

-

又
之

5:.
出
役
者
の
種
類
か
ら
見
る
と
、
造
林
事
業
の
場
合
と
異
り
出
稼
者
が
多
く
過
半
を
占
め
て
居
る(

昭
和
十
三
年
五
六％

、

同
十
四
年
五
七 

%

、
同
十
五
年
四
九％
)

。
然
し
地
元
の
者
も
絕
對
數
は
造
林
に
出
役
す
る
も
の
よ
り
も
多
・
い
、
卽
ち
冬
期
農
ra-
期
で
あ
る
爲
め
、
出
役
可
能
者
を 

増
加
す
る
爲
で
あ
る
。
此
の
點
は
北
海
道
と
し
て
誠
に
好
都
合
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

• 

次
に
土
木
巩
業
に
於
て
は
、
冬
期
間
は
殆
ん
ど
仕
事
が
な
く
、
五・
月
よ
り
漸
次
其
數
を
增
加
し
八
、
九
、
十
月
と
多
く
、
十
一
、
十
二
月
と
減
少 

す
る
。

之
も
地
元
の
者
が
多
く
出
稼
者
は
大
傲
三
削
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
之
に
於
て
も
漸
次
女
の
出
役
者
が
増
加
し
て
居
る
こ
と
が
目
立
っ
て
居 

る
。 

‘

了 

・
 

- 

以
上
の
數
宇
を
合
計
し
て
見
る
と
二
月
、
三
月
に
於
て
最
大
を
示
し
、
四
月
に
減
少
し
、
五
月
以
降
漸
減
し
、
十
二
月
に
増
加
す
る
こ
と
ゝ
な
つ 

て
居
る
。

卽
ち
撰
讀
期
と
全
く
逆
の
現
象
を
示
し
て
居
る
。
北
海
道
の
林
業
勞
力
が
不
足
を
唧
ち
乍
ら
も
こ
れ
迄
大
な
る
支
障
な
く•
實
行
し
來
れ
る 

は
、
農
閑
時
期
を
巧
み
に
捉
へ
農
業
労
力
と
調
和
を
保
ち
很
る
爲
め
で
あ
っ
て
、
餘
程
密
接
な
る
關
係
・
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
尙
此
の
外
水
產
勞 

力
を
も
相
當
使
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
も
主
と
し
て
冬
期
|;||
に
限
ら
れ•
て
居
る
。

4
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尙
次
に
之
等
總.
:;|-
の
勞
力
に
つ
さ
て
地
・
兀
、
出
稼
の
別
を
見
る
と
第
二
表
の
通
り 

で
、
出
稼
者
は
年
え
漸
減
し(

昭
和
十=
¥

四
七％

、
同
十
四
年
四
五％

、
同
十
六 

年
三
八％
)

、
地
元
者
は
男
女
共
に
漸
増
し
て
居
る
。
出
稼
者
の
漸
減
傾
向
に
あ
る 

は
遠
隔
の
地
に
行
く
爲
壯
年
者
を
主
と
し
、
之
れ
が
出
征
又
は
他
の
產
業
に
行
く
爲 

と
思
料
せ
ち
れ
る
。

林
業
勞•
働
者
の
年
齢
曜
を
調
べ
・
て
見
る
と
第
三
表
の
如
く
、
之
は
戰
前
卽
ち
昭 

和
十
一
年
平
時
の
例
で
あ
る
が
十
七
歲
以
上
三
十
歲
迄
の
者
が
男
女
共
約
半
數
を
示 

し
て
居
る
。
此
の
事
は
現
時
戰
時
下
陀
於
て
は
餘
程
の
變
化
を
來
た
し
て
居
る
の
で 

あ
っ
て
、
林
業
勞
力
の
約
半
數
を
示
す
も
の
ゝ
大
部
分
應
召
入
営
等
に
よ
り
前
線
に 

活
躍
し
て
居
る
の
で
自
然
其
以
外
の
年
附
の
者
で
充
當
さ
れ
て
居
る
こ
と
、
な
り
、
 

勞
力
の
不
足
と
能
率
の
減
退
を
見
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。

以
上
札
幌
支
局
に
於
け
る
勞
カ
使
用
の
槪
況
を
述
べ
た
が
、
北
海
道
全
體
に
對
し 

て
は
單
に
一
例
に
過
ぎ
ず
、
地
方
の
狀
況
、
作
業
の
方
法
如
何
に
よ
り
相
富
の
差
異 

を
生
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
要
の
傾
向
は
大
同
小
異
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
 

以
上
の
實
例
に
徴
し
、
人
夬
の
供
給
源
泉
方
而
か
ら
の
種
類
を
分
類
し
て
見
る
と 

ー
、
林
業
專
業
者 

・

一
箇
所
或
は
一
事
業
主
に
固
定
し
て
居
る
者
と
、
專
業
で
は
あ
る
が
時
乂
移 

動
し
て
居
る
者
と
が
あ
る
。

二
、
兼

業

者
 

、
 

- 

イ
、
農
家
の
農
閑
期
の
み
に
稼
業
す
石
者(

主
と
し
て
出
稼
者) 

ロ
、
農
閑
期
と
其
以
外
の
時
も
隨
時
稼
業
す
る
者(

主
と
し
て
地
元
者»

5



ハ
、
漁
夫
の
閑
散
時
期
に
稼
業
す
る
者(

主
と
し 

て

IP.
聲
) 

之
を
地
域
的
に
見
る
と
北
海
道
內
及
束
北
地
方
で
あ
っ 

た
の
で
あ
る
が
、
現
在
に
於
て
は
劳
カ
統
制
上
移
動
困 

難
と
な
り
、
東
北
方
面
よ
り
の
出
稼
は
困
難
と
な
れ
る 

を
以
て
、
今
後
に
於
て
は
道
內
勢
力
を
對
稱
と
し
て
考 

慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
劳
務
者
の
出
役
期
間
の
問
題
で
あ
る
が
、
色
な 

な
理
由
の
爲
一
個
人
の
稼
業
繼
絨
期
間
が
非
常
に
短
・
 

い
。

ー
ケ
年
の
內
に
於
て
も
繼
續
期
間
が
短
い
。
之
は 

季
節
的
に
作
業
が
異
る
為
に
各
自
の
能
力
が
各
作
業
の 

何
れ
に
も
適
す
る
と
云
ふ
譯
に
行
か
な
い
爲
め
と
、
兼 

参
が
多
く
本
業
と
の
關
係
の
爲
め
に
長
期
出
役
不
可 

能
に
も
依
る
の
で
あ
る
が
、
季
節
的
に
も
し
ろ
年A
繼 

續
し
て
其
季
節
丈
出
役
す
る
も
の
も
非
常
に
少
い
。
 

••
林
業
勞
力
が
斩
く
固
定
す
、る
こ
と
の
困
難
な
る
理
由 

条
察
す
る
に

ー
、
林
業
奪
業
者
に
於
て
も
事
業
地
に
居
住
の
設
備
が 

な
い
か
又
は
居
住
の
不
便
な
點
か
ら
家
族
と
隔
離
し 

出
稼
ぐ
も
の
计
多
く
、
自
然
移
動
が
容
湯
な
る
爲
制 

を
追
っ
て
轉
々
す
る
傾
向
が
あ
る
、
居
住
の
不
便
は

6

敎
冇
、
牒
療
題
福
利
徳
設
の
缺
除
の
爲
め
山
地
へ
の
居
住
を
嫌
ふ
。 

•

二
、 
一
箇
所
、に'
要
す
る
林
業
劳
力
に
對
し
、
其
附
近
撰
家
の
分
布
が
充
分
で
な
い
。

自
然
出
稼
者
を
多
く
所
要
し
、
出
稼
者
は
移
動
の
傾
向
が
强
い
。:

三
、 
年
中
季
節
に
よD
勞
役
の
種
類
が
異
る
爲
、
各
自
の
技
能
が
其
の
總
て
に
適
當
す
る
と
限
ら
な
い
、
從
っ
て
好
都
合
の
み
稼
樂
す
るC

四
、 
季
節
に
よ
り
所
要
劳
務
者
數
に
増
減
が
あ
る
。 

、

',

五
、 
馬
持
人
夫
の
如
き
は
馬
の
活
用
期
間
丈
稼
業
す
るC
特
殊
の
器
具
を
要
す
る
作
莱
に
於
て
は
其
器
具
を
所
有
せ
め
者
は
其
作
業
期
間
休
業
す
る 

場
合
も
あ
る
。

六
、 
一
箇
所
に
對
し
て
事
業
主
が
年
々
異
る
爲
め
其
事
業
主
に
附
隨
し
て
居
る
人
夫
は
申
業
主
の?

1!
業
箇
所
移
動
に
從
っ
て
移
動
す
る
。
自
然
一
箇 

所
へ
の
固
定
が
困
難
と
な
る
。

又
反
對
に
箇
所
は
固
定
し
て
居
る
が
事
業
主
が
變
る
埸
合
も
あ
り
、
事
業
主
に
對
し
て
固
定
せ
ぬ
場
合
も
あ
る
。

等
の
理
由
が
擧
げ
ら
れ
る
。
之
を
要
す
る
に
北
海
道
に
於
け
る
林
業
勞
力
の
特
徴
と
し
て
は 

ー
、
季
節
的
に
作
業
種
類
が
著
し
く
異
り
、
又
勞
カ
所
要
數
も
季
節
に
よ
り
大
差
が
あ
る
。 

•

- 

T  
ー、
多
く
の
場
合
地
元
勞
力
の
み
に
て
は
不
足
で
、
他
地
方
よ
り
の
出
稼
者
を
必
要
と
す
。
其
の
數
は
大
澱
に
於
て
半
分
以
上
で
あ
る
。

三
、 
冬
期
積
少
時
期
に

-re
劳
働
的
作
業
に
從
事
す
る
も
の
多
數
を
必
要
と
す
る
。
自
然
舌
壯
年
者
を
要
す
る
こ
と
が
絶
對
に
遂
い
。

四
、 
馬
持
人
夫
、
器
具
持
人
夫
等
特
種
人
夫
を
阳
す
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
。

五
、 
專
業
人
夫
が
少
く
、
兼
業
者
が
多
い
。
其
の
為
・
め
一
年
中
の
勤
務
日
數
が
少
い
の
み
な
ら
ず
、
年
え
の
勤
續
年
數
も
短
か
い
。

六
、 

繼
結
年
数
が
少
い
爲
、
所
謂
熟
練
者
が
少
い
。

一
體
に
北
海
道
の
林
業
の
發
達
が
最
近
で
あ
る
爲
、
勞
務
者
の
技
術
的
水
準
が
低
い
。
 

悴
が
舉
げ
ら
れ
る
。
特
に
戰
畤
に
於
け
る
影
響
と
し
て

ー
、
勞
力
不
足
を
來
し
、
又
其
爲
爭
奪
の
傾
向
强
く
、
賃
銀
昂
騰
す
。

二
、
 

最
も
必
要
な
る
靑
壯
年
者
が
诚
少
傾
向
に
あ
る
爲
、
 

幼
老
年
者
で
代
用
し,
冃
然
能
率
の
減
退
を
見
て
居
る
。
卽
ち
力
を
要
す
る
積
込
人
夫
或 

は
靑
年
時
代
よ
り
技
術
の
習
得
を
要
す
る
柚
夫
、
製
炭
夫
に
於
て
相
當
の
・
影
響
を
受
け
る
。

三
、 
女
の
出
役
が
漸
次
増
加
し
て
居
る
。



・
四
、
元
來
林
業
勞
働
者
で
あ
っ
た
も
の
が
、
重
炒
產
業
に
徴
用
又
は
轉
業
せ
る
者
が
あ
る
。 

- 

等
の
結
果
を
生
じ
て
居
る
が
、
今
後
益
々
之
等
の
傾
向
は
强
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
之
が
對
策
と
し
て
考
へ
ら
る
、
こ
と
は 

ー
、
固
症
人
夫

5:
或
る
程
度
の
數
確
保
す
る
こ
と
。
共
為
に
は

イ
、
居
住
の
設
備
を
充
實
す
る
。

ロ
、
敎
育
、
醫
療
設
備
、
共
濟
會
等
福
利
施
設
を
行
ふ
。

ハ
、
各
種
の
作
業
に
熱
達
せ
し
む
る
様
技
能
の
敎
育
指
導
を
充
分
に
行
ふ
。 

• 

ーー、
少
年
者
よ
り
林
業
從
榮
員
と
し
て.
の
養
成
を
な
す
。 

・
 

' 

- 

ホ
、
宵
年
學
校
、
鍛
錬
馬
演
習
の
如
き
訓
練
施
設
を
山
元
に
設
く
る
こ
と
。

二
、 
一
地
域
に
對
す
る
事
業
經
皆
者(

特
に
伐
木
事
業)

を
成
る
べ
く
固
定
す
る
こ
と
。

三
、 
大
面
技
森
林
所
有
を
は
成
る
べ
く
所
有
者
自
身
が
伐
出
車
業
を
行
っ
て
、
年
中
平
業
の
繼
續
に
招
意
す
る
こ
と
。
此
の
範
味
に
於
て
官
亍
伐 

木
卒
業
の
擄
張
。

四
、 
輕
易
な
る
仕
事
の
女
子
轉
換
。 

• 

' 

•

五
、 
農
閑
期
に
於
け
る
般
家
劳
カ
の
狩
出
、
特
に
股
家
の
收
入
鹽
密
な
る
年
に
於
て
は
出
役
數
が
少
い
傾
向
が
あ
る
。 

•

六
、 
林
麗
勞
務
手
帳
の
制
定
。 

ー
 

・

出
役
者
を
獎
勵
し
て
數
の
増
加
を
圖
る
と
同
時
に
出
役
可
能
者
の
數
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
來
、
各
肺
の
計
畫
基
礎
が
定
ま
る
。
又
遅
用
命
し 

き
を
得
れ
ば
故
な
き
移
動
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

七
、 
林
業
勞
カ
所
要
數
を
確
め
る
こ
と 

ー
 

,

.

-

從
來
穴
廳
の
外
は
箇
々
の
也
業
礬
で
勞
カ
所
要
數
を
確
め
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
が
、
 

現
在
で
は
漸
次
系
統
的
と
な
り
、
 

其
數
を 

確
定
し
易
い
〇
可
及
的
正
確
な
る
所
・
要
數
を
確
か
め
之
れ
に
對
す
る
供
給
の
途
を
考
慮
す
る
こ
と
。
大
醍
の
數
字
は
伐
採
址
と
か
植
栽
面
積
と 

か・に
て
推
定
す
る
こ
と
は
出
來
る
。
例
へ•
ば
立
木
伐
採
觉
ー
立
方
米
に
對
す
る
造
材
連
、材
所
要
勞
力
を
調
色
せ
る
に
當
支
局
昭
和
十
三
年
は 

ー
、
七
一
人
、
昭
和
十
四
年
一
、
七
〇
人
、
同
十
五
年
一
、
六
六
人
と
な
れ
る
か
如
し
。

八
ゝ
林
業
劳
力
に
關
す

•<>
硏
究
會
の
設®

' 
\
 

北
海
道
に
於
け
る
事
業
は
從
來
官
廳
の
外
は
各
個
人
經
皆
で
あ
っ
た
が
、

現
時
に
於-C
は
务
系
統
、的
團
®.
的
と
な
り
、
比
較
的
纏
り
よ
く
な̂
 

た
が
、
更
に
協
議
聯
絡
を
圖
り
、
硏
究
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。 

, 

• 

九
、
職
業
指
導
所
の
外
郭
團
證
の
設

is

勞
カ
統
制
は
職
業
指
導
所
の
業
務
に
出
す
る
も
同
所
は
各
枢

一
般
の
統
制
を
行
ふ
爲
林
業
に
關
す
る
も
の
の
み
に
充
分
な
る
力
を
發
揮
す
る
能 

は
ざ
る
は
己
む
を
得
ざ
る
こ
と
な
り
。•

依
っ
て
之
と
協
力
し
、
强
力
な
る
外
郭
團®

を
設
置
し
林
業
勞
力
の
確
保
と
敎
育
と
に
力
を
猫
す
べ
き 

こ
と
を
提
昭
す
る
も
の
で
あ
る
。
卽
あ
此
の
團
體
に
於
て
左
記
事
項
を
目
的
と
し
て
邁
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
、
林
業
報
吿
精
神
の
滴
寮
及
劳
務
者
の
敎
育
、
福
利
施
設
。

ロ
、
所
要
勞
力
に
對
す
る
統
制
上
の
問
題
硏
究
と
統
制
實
行
椒
關
に
對
す
る
基
礎
資
料
の
提
供
並
に
統
制
實
行
上
の
補
助
。

ハ
、
劳
カ
の
狩
出
し
と
繼
續
出
役
の
獎
勵
。

ーー、
適
正
な
る
賃
銀
を
確
立
し
爭
奪
に
よ
る
賃
銀
昂
騰
を
防
止
し
闇
賃
銀
の
絶
滅
を
期
す
る
こ
と
。

孝
、
林
業
所
要
物
資
獲
得
其
他
時
).

.J
下
各
種
勞
カ
問
題
に
對
す
る
推
進
力
と
な
り
積
極
的
行
動
を
な
す.
こ
と
。

以
上
号
急
の
間
に
取
り
纏
め
た
る
爲
め
、
順
序
不
同
、
論
旨
徹
底
を
缺
く
處
多
き
も
、
北
海
道
林
業
勞
カ
問
題
改
辎
に
關
し
些
か
な
り
と
も
參
考 

と
な
り
得
る
な
ら
ば
幸
甚
と
す
る
處
で
あ
る
。 

•
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